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当ファンドの仕組みは、次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／海外／株式／インデックス型

信 託 期 間 無期限（設定日：2017年12月６日）

運 用 方 針 

新興国株式インデックスマ
ザーファンド受益証券への
投資を通じて、新興国の株式
市場の動きを捉えることを
めざして、FTSE エマージン
グ・インデックス（円換算
ベース）の動きに連動する投
資成果を目標として運用を
行います。 

主要投資対象 

当ファンド 
(ベビーファンド) 

新興国株式インデックスマ
ザーファンド受益証券を主
要投資対象とします。 

マザーファンド 
ETF（上場投資信託）を含む
投資信託証券を主要投資対
象とします。 

組 入 制 限 

当ファンド 
(ベビーファンド) 

投資信託証券（マザーファン
ド受益証券および上場投資
信託を除きます。）への実質
投資割合は、信託財産の純資
産総額の５％以下とします。
マザーファンド受益証券へ
の実質投資割合には制限を
設けません。 
外貨建資産への実質投資割
合には制限を設けません。 
株式への直接投資は行いま
せん。 

マザーファンド 

投資信託証券（上場投資信託
を除きます。）への投資割合
は、信託財産の純資産総額の
５％以下とします。 
外貨建資産への投資割合に
は制限を設けません。 
株式への直接投資は行いま
せん。 

分 配 方 針 

年１回決算（原則として毎年11月12日。ただ
し、休業日の場合は翌営業日）を行い、原則
として以下の方針に基づいて収益の分配を
行います。分配対象額の範囲は、繰越分も含
めた経費控除後の配当等収益及び売買益（評
価損益を含みます。）等の全額とします。収
益分配金額は、委託会社が基準価額水準、市
況動向等を勘案して分配金額を決定します。
ただし、分配対象額が少額の場合等には、委
託会社の判断により分配を行わないことが
あります。留保益の運用については、特に制
限を定めず、委託会社の判断に基づき、元本
部分と同一の運用を行います。 

 

 

 

運用報告書（全体版） 
第４期 

（決算日：2021年11月12日） 

 

ＳＢＩ・新興国株式 

インデックス・ファンド 

（愛称：雪だるま（新興国株式）） 
 

追加型投信／海外／株式／インデックス型 
 
 
 

受益者のみなさまへ 
平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 
さて、「ＳＢＩ・新興国株式インデックス・ファン

ド（愛称：雪だるま（新興国株式））」は、2021年
11月12日に第４期決算を行いました。 

ここに期中の運用状況をご報告申し上げます。 
今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願

い申し上げます。 
 
 
 

 

ＳＢＩアセットマネジメント株式会社 

東京都港区六本木１－６－１ 

お問い合わせ先 

電話番号 03-6229-0097 

受付時間：営業日の９：00～17：00 

 

 

ホームページから、ファンドの商品概要、 

レポート等をご覧いただけます。 

http://www.sbiam.co.jp/ 



 

- 1 - 

全体版 
 

Filename：w10_SBI_SBI・新興国株式インデックス・ファンド(雪だるま(新興国株式))_2111 

LastSave:12/16/2021 8:42:00 PM LastPrint：12/16/2021 8:43:00 PM 

size： 182×200 (仕上がりサイズ  ：上下 48.52 左右 13.99)

 (裁ち落としサイズ：上下 45.52 左右 10.99)

 
○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 投 資 信 託 

証     券 
組 入 比 率 

純 資 産
総   額(分配落) 

税 込 み
分 配 金

期   中
騰 落 率

 
期   中
騰 落 率

(設定日) 円 円 ％ ％ ％ 百万円

2017年12月６日 10,000 － － 10,000 － － 1

１期(2018年11月12日) 9,204 0 △8.0 9,199 △8.0 98.7 925

２期(2019年11月12日) 9,995 0 8.6 10,029 9.0 99.2 2,607

３期(2020年11月12日) 10,836 0 8.4 10,875 8.4 98.9 5,975

４期(2021年11月12日) 13,045 0 20.4 13,124 20.7 99.3 12,583

（注１） 設定日の基準価額は、設定時の価額です。 
（注２） 設定日の純資産は、設定元本を表示しております。 
（注３） ベンチマークは、FTSE エマージング・インデックス（米ドルベース）を委託会社にて円換算しています。 
（注４） ベンチマークは、設定日の値が当ファンドの基準価額と同一になるよう指数化しております。 
（注５） ベンチマークの騰落率は国内の取引所の営業日に準じて算出しています。 
 

○当期中の基準価額と市況等の推移 
 

年 月 日 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 投 資 信 託 

証     券 
組 入 比 率  騰 落 率  騰 落 率 

(期   首) 円 ％ ％ ％
2020年11月12日 10,836 － 10,875 － 98.9

11月末 11,091 2.4 11,104 2.1 99.3

12月末 11,250 3.8 11,302 3.9 99.3

2021年１月末 12,150 12.1 12,156 11.8 99.4

２月末 12,388 14.3 12,715 16.9 99.8

３月末 12,555 15.9 12,679 16.6 99.5

４月末 12,773 17.9 12,927 18.9 99.5

５月末 12,913 19.2 13,041 19.9 99.4

６月末 13,201 21.8 13,319 22.5 99.0

７月末 12,273 13.3 12,442 14.4 99.5

８月末 12,348 14.0 12,544 15.4 99.5

９月末 12,191 12.5 12,527 15.2 99.5

10月末 12,822 18.3 12,978 19.3 99.5

(期   末)   

2021年11月12日 13,045 20.4 13,124 20.7 99.3

（注１） 騰落率は期首比です。 
（注２） ベンチマークは、FTSE エマージング・インデックス（米ドルベース）を委託会社にて円換算しています。 
（注３） ベンチマークは、設定日の値が当ファンドの基準価額と同一になるよう指数化しております。 
（注４） ベンチマークの騰落率は国内の取引所の営業日に準じて算出しています。 
 
ベンチマーク：FTSE エマージング・インデックス 
FTSE エマージング・インデックスは、FTSE社が開発した指数で、新興国株式市場全体の動きを表す指数です。同指数に対する著作権、知的
財産権その他一切の権利はFTSE社に帰属します。    
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■当期の運用状況と今後の運用方針（2020年11月13日から2021年11月12日まで） 
 

○基準価額等の推移 
 

 

期 首：10,836円
期 末：13,045円（既払分配金（税込み）：0円）
騰落率： 20.4％（分配金再投資ベース）

 
（注１） ベンチマークは、FTSE エマージング・インデックス（米ドルベース）を委託会社にて円換算しています。詳細はP１をご参照ください。 
（注２） ベンチマークは、期首（2020年11月12日）の値が当ファンドの基準価額と同一になるよう指数化しております。 
（注３） 当ファンドは、設定日以降分配を行っていないため分配金再投資基準価額は記載しておりません。 
（注４） ベンチマークの値は国内の取引所の営業日に準じて算出しています。 

 
 

○基準価額の主な変動要因 
 

上昇要因 

主要各国の中央銀行による金融緩和策が維持されるなか、新型コロナウイルスに対するワクチンが実用化され

ワクチン接種が進みました。このような環境下、新型コロナウイルス感染拡大は概ね抑制され、世界的に株価は

堅調に推移しました。 

米国がワクチン接種で先行し景気回復局面にいち早く移行したことで、2021年に入ってテーパリング（量的緩

和縮小）観測など金融緩和正常化に向けて債券利回りが上昇したことからドル高傾向となり米ドル高がプラス要

因となりました。 

 

下落要因 

新興国市場は中国のハイテク企業に対する規制強化やインフレ上昇を受けた早めの利上げ、新型コロナウイル

スの感染再拡大が続いている局面などでは、基準価額のマイナス要因となりました。   

0

4,000

8,000

12,000

16,000

20,000

24,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000
(百万円)(円)

2020/11/12
(期首)

2021/1 2021/3 2021/7 2021/11/12
(期末)

基準価額（左軸） ベンチマーク（左軸） 純資産総額（右軸）

2021/5 2021/9



 

- 3 - 

全体版 
 

Filename：w10_SBI_SBI・新興国株式インデックス・ファンド(雪だるま(新興国株式))_2111 

LastSave:12/16/2021 8:42:00 PM LastPrint：12/16/2021 8:43:00 PM 

size： 182×200 (仕上がりサイズ  ：上下 48.52 左右 13.99)

 (裁ち落としサイズ：上下 45.52 左右 10.99)

 
○投資環境 
 
＜新興国株式市場＞ 

期初、11月は、米大統領選・議会選を受けてねじれ議会の継続から米民主党による増税は困難との見方や新型

コロナウイルスのワクチン開発への期待が強まったことから、上昇しました。12月は、米英でのワクチン接種開

始への期待や、中国の中央経済工作会議における穏健な政策維持なども好感され、上昇しました。2021年に入り

１月は、米国株高、半導体関連株高、堅調な商品市況などを受けて上昇しました。２月も、米欧長期金利が一段

と上昇したことが懸念材料となりましたが、経済正常化への期待、欧米株高、堅調な商品市況などを受けてほぼ

横ばいとなりました。３月は、中国が引き締め政策に転じるとの懸念が生じたほか、米長期金利上昇やドル高が

嫌気され、下落しました。４月は、米国でハイテク株が上昇したことを受けて半導体関連株などが買われたほか、

中国の堅調な１－３月期GDP成長率などが好感され、上昇しました。５月は、上旬は、インドをはじめアジア諸

国での感染拡大が嫌気され、下落しましたが、下旬以降、米長期金利の上昇一服やインドでの新規感染者数の減

少などが好感され、中国株やインド株を中心に大幅に上昇しました。６月は、原油をはじめ商品市況高に伴うイ

ンフレ懸念やFOMCの利上げ見通し前倒しに伴うドル高などから、下落に転じました。７月は、中国のサービス業

PMI低下や中国当局によるネット企業への規制強化懸念、民間学習塾の非営利団体化方針など規制強化や、新興国

中心に世界的に新型コロナウイルスの感染再拡大への懸念が強まったことから、下落しました。８月は、軟調な

７月の中国経済指標や、中国共産党が中央財経委員会で示した格差是正を目指す「共同富裕」の方針などが嫌気

され、続落しました。９月も、中国景気への懸念や米国株安、中国不動産大手を巡る懸念、ドル高などが弱材料

となり、続落しました。10月は、国慶節休暇明けの中国株式市場が反発したほか、米株高もあり小幅上昇しまし

た。11月に入り、米FOMC（公開市場委員会）でテーパリング開始が発表されましたが、予想通りであったため安

心感を招き米株価は堅調に推移したことなどから堅調となり、当期を終えました。 
 
＜外国為替市場＞ 

当期を通して、米ドル／円相場は、円安米ドル高となりました。 

当期初から2020年12月ごろまでは、米国の超低金利、超金融緩和により円高米ドル安傾向が続きました。その

後、米国が先行してワクチン接種を実施、浸透させたことなどから景気回復期待が強まり、それによる米国国債

利回りの上昇により米ドル高円安に転じ、３月にかけて１ドル111円近辺へ上昇しました。しかしながら、その後

は新型コロナウイルス変異株による感染再拡大が懸念されたこと、米雇用の回復が予想よりも遅れたことに加え

て、コロナ禍に起因した世界的なサプライチェーンの混乱や繰越し需要によるインフレ圧力の増加による景気へ

の悪影響が懸念されるなど、米ドルの弱材料が多く現れました。一方で、ワクチン接種の拡大による経済正常化

の進展にともないFRB（米連邦準備制度理事会）がテーパリング（量的金融緩和の縮小）を開始するとの観測が強

まりました。このような環境の下、米国国債利回りは３月まで上昇した後、８月初まで低下傾向となりました。

３月以降、米金融緩和の長期化観測と米景気の回復期待が交錯するなか、米ドル円相場も９月ごろまで108円台か

ら111円でのレンジ相場となりました。９月下旬は、９月のFOMC（米公開市場委員会）において、早ければ11月

会合でテーパリング（量的緩和縮小）開始を決定することが示唆されたため、米ドル円はレンジを上抜けしまし

た。10月以降、米国等での記録的なインフレ率上昇によりインフレ上昇は長期的なものとの懸念も強まり,テーパ

リングの年内開始観測が強まるなか、米ドルはレンジを上抜け115円台を目指す動きとなりました。11月に入り、

米FOMC（公開市場委員会）でテーパリング開始が発表されましたが、予想通りであったため、米国国債利回りは

ほぼ横ばいとなり米ドル円相場も横ばいに推移し当期を終えました。 
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○当ファンドのポートフォリオ 
 

＜当ファンド＞ 

ベンチマークである「FTSE エマージング・インデックス（円換算ベース）」に連動する投資成果をめざし、主

要投資対象である新興国株式インデックスマザーファンド受益証券を高位に組入れて運用を行いました。 

 

＜新興国株式インデックスマザーファンド＞ 

ベンチマークである「FTSE エマージング・インデックス（円換算ベース）」に連動する投資成果をめざして運

用を行ってまいりました。 

また、ファンドの運用にあたっては、モーニングスター・アセット・マネジメント株式会社の投資助言を受け

つつ、ETF（上場投資信託）を含む投資信託証券を主要投資対象として運用を行いました。 

なお、当期の投資信託証券の組入比率に関しては、95％以上の組入比率を維持しました。期末の組入比率は

99.2％となっております。 

 

 

○当ファンドのベンチマークとの差異 
 

 
期中における基準価額は、＋20.4％の上昇となり、ベ

ンチマークである「FTSE エマージング・インデックス

（円換算ベース）」の騰落率である+20.7％をおおむね

0.3％下回りました。 

主な要因としては、投資先ETFとインデックスに対す

るトラッキングエラー（パフォーマンスの乖離）、当ファ

ンドにおける信託報酬等の要因があげられます。 

 

（注１） 基準価額の騰落率は分配金込みです。 
（注２） ベンチマークは、FTSE エマージング・インデックス（円換算

ベース）です。詳細は P１をご参照ください。 
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○分配金 
 

当期の収益分配は、運用の効率性と基準価額の水準を勘案し見送ることといたしました。 

なお、収益分配にあてなかった利益につきましては、信託財産内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用い

たします。 

 

 分配原資の内訳 
 
 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項     目 
第４期    

2020年11月13日～ 
2021年11月12日    

当期分配金 －  

（対基準価額比率） －％  

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 3,045  

（注１） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 
（注２） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

 

○今後の運用方針 
 

＜当ファンド＞ 

引き続き、ベンチマークである「FTSE エマージング・インデックス（円換算ベース）」に連動する投資成果を

めざし、主要投資対象である新興国株式インデックスマザーファンド受益証券を高位に組入れて運用を行う方針

です。また、現金比率を極力抑え連動率を高めていく所存です。 

 

＜新興国株式インデックスマザーファンド＞ 

引き続き、ETF（上場投資信託）を含む投資信託証券を主要投資対象とし、ベンチマークである「FTSEエマージ

ング・インデックス（円換算ベース）」に連動する投資成果をめざして運用を行います。 

また、ファンドの運用にあたっては、モーニングスター・アセット・マネジメント株式会社の投資助言を受けつ

つ、運用を行う方針です。   
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○１万口当たりの費用明細 （2020年11月13日～2021年11月12日）

 

項   目 
当   期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  
(a) 信 託 報 酬 8 0.066 (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 
 (投 信 会 社) (   3) (0.022) 委託した資金の運用の対価 
 (販 売 会 社) (   3) (0.022) 交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、

購入後の情報提供等の対価 
 (受 託 会 社) (   3) (0.022) 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

(b) 売買委託手数料 － － (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権
口数 
※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払
う手数料 

 (投資信託証券) (  －) (   －)  

(c) 有価証券取引税 － － (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権
口数 
※有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関す
る税金 

 (投資信託証券) (  －) (   －)  

(d) そ の 他 費 用 2 0.013 (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 
 (保 管 費 用) (   1) (0.011) 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管

及び資金の送金・資産の移転等に要する費用 
 (監 査 費 用) (   0) (0.002) 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 
 (そ  の  他 ) (  －) (   －) 信託事務の処理等に要するその他費用 

合   計 10 0.079  

期中の平均基準価額は、12,329円です。  

（注１） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果
です。 

（注２） 消費税は報告日の税率を採用しています。 
（注３） 各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
（注４） 売買委託手数料及びその他費用は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含

みます。 
（注５） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
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（参考情報） 

○総経費率 
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を

除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で除した総経費率（年率）は0.19％

です。 

 

 

 

 

経費率（①＋②） 0.19％

①当ファンドの費用の比率 0.07％

②投資先ファンドの運用管理費用の比率 0.12％

（注１） ①の費用は、１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 
（注２） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。 
（注３） 各比率は、年率換算した値です。なお、四捨五入の関係により、合計が一致しない場合があります。 
（注４） 投資先ファンドとは、当ファンドまたはマザーファンドが組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く）です。 
（注５） ①の費用は、マザーファンドが支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。 
（注６） ①と②の費用は、計上された期間が異なる場合があります。 
（注７） 投資先ファンドについては、運用会社等より入手した概算値を使用している場合があります。 
（注８） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。   

当ファンド 

0.07％ 

総経費率

0.19％ 

運用管理費用 

0.12％ 

運用管理費用 

（投信会社） 

0.02％ 

運用管理費用 

（販売会社） 

0.02％ 

運用管理費用

（受託会社）

0.02％ 

その他費用

0.01％ 

投資先 

ファンド 

0.12％ 
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○売買及び取引の状況 （2020年11月13日～2021年11月12日）
 
 親投資信託受益証券の設定、解約状況
 

銘     柄 
設   定 解   約 

口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円

新興国株式インデックスマザーファンド 4,335,364 5,373,700 238,375 294,570

（注）単位未満は切捨て。 

 
 

○利害関係人との取引状況等 （2020年11月13日～2021年11月12日）
  

該当事項はありません。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。

 
 

○組入資産の明細 （2021年11月12日現在）
 
 親投資信託残高 
 

銘     柄 
期首(前期末) 当  期  末 

口  数 口  数 評 価 額 

 千口 千口 千円

新興国株式インデックスマザーファンド 5,530,380 9,627,369 12,600,300

（注）口数・評価額の単位未満は切捨て。 
 

マザーファンドにおける組入資産の明細につきましては、後述のマザーファンドの「運用報告書」をご参照く

ださい。 

 
 

○投資信託財産の構成 （2021年11月12日現在）
 

項     目 
当  期  末 

評 価 額 比  率 

 千円 ％

新興国株式インデックスマザーファンド 12,600,300 100.0

コール・ローン等、その他 653 0.0

投資信託財産総額 12,600,953 100.0

（注１） 金額の単位未満は切捨て。 
（注２） 新興国株式インデックスマザーファンドにおいて、当期末における外貨建て純資産（12,497,849千円）の投資信託財産総額（12,600,335千円）

に対する比率は99.2％です。 
（注３） 外貨建て資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。１ドル＝114.25円。  
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○特定資産の価格等の調査 
 

該当事項はありません。 

 

  
○資産、負債、元本及び基準価額の状況（2021年11月12日現在）

 

項     目 当 期 末 

(Ａ) 資 産 12,600,953,055円

 コ ー ル ・ ロ ー ン 等 652,379 

 新興国株式インデックスマザーファンド(評価額) 12,600,300,676 

(Ｂ) 負 債 17,248,859 

 未 払 解 約 金 13,493,501 

 未 払 信 託 報 酬 3,645,357 

 未 払 利 息 1 

 そ の 他 未 払 費 用 110,000 

(Ｃ) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 12,583,704,196 

 元 本 9,646,134,941 

 次 期 繰 越 損 益 金 2,937,569,255 

(Ｄ) 受 益 権 総 口 数 9,646,134,941口

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 13,045円

＜注記事項（運用報告書作成時には監査未了）＞ 
（貸借対照表関係） 
期首元本額 5,514,670,177円 
期中追加設定元本額 6,157,344,224円 
期中一部解約元本額 2,025,879,460円 

 
○損益の状況 （2020年11月13日～2021年11月12日）

 

項     目 当   期 

(Ａ)配 当 等 収 益 △          561円
支 払 利 息 △          561 

(Ｂ)有 価 証 券 売 買 損 益 1,297,810,972 
売 買 益 1,514,268,396 
売 買 損 △  216,457,424 

(Ｃ)信 託 報 酬 等 △    6,486,205 
(Ｄ)当 期 損 益 金 ( Ａ ＋ Ｂ ＋ Ｃ ) 1,291,324,206 
(Ｅ)前 期 繰 越 損 益 金 549,839,509 
(Ｆ)追 加 信 託 差 損 益 金 1,096,405,540 

( 配 当 等 相 当 額 ) (    987,288,317)
( 売 買 損 益 相 当 額 ) (    109,117,223)

(Ｇ)  計   ( Ｄ ＋ Ｅ ＋ Ｆ ) 2,937,569,255 
(Ｈ)収 益 分 配 金 0 

次 期 繰 越 損 益 金 ( Ｇ ＋ Ｈ ) 2,937,569,255 
追 加 信 託 差 損 益 金 1,096,405,540 
( 配 当 等 相 当 額 ) (  1,001,032,412)
( 売 買 損 益 相 当 額 ) (     95,373,128)
分 配 準 備 積 立 金 1,841,163,715 

（注１） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えに
よるものを含みます。 

（注２） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費
税等相当額を含めて表示しています。 

（注３） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の
追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差
額分をいいます。 

（注４）計算期間末における費用控除後の配当等収益（158,065,248円）、
費用控除後の有価証券等損益額（1,133,258,958 円）、信託約
款に規定する収益調整金（1,096,405,540 円）および分配準
備 積 立 金 （ 549,839,509 円 ） よ り 分 配 対 象 収 益 は
2,937,569,255 円（10,000 口当たり 3,045 円）ですが、当期
に分配した金額はありません。 
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第４期 運用報告書 

（決算日 2021年11月12日） 
 
 

新興国株式インデックスマザーファンド
 
 
 
 

受益者のみなさまへ 
 

新興国株式インデックスマザーファンドの第４期（2020年11月13日から2021年11月12日まで）

の運用状況をご報告申し上げます。 
 
 

当マザーファンドの仕組みは次の通りです。 

運 用 方 針 

新興国の株式市場の動きを捉えることをめざして、FTSE エマージング・

インデックス（円換算ベース）に連動する投資成果を目標として運用を行

います。 

主 要 運 用 対 象 ETF（上場投資信託）を含む投資信託証券を主要投資対象とします。 

組 入 制 限 

投資信託証券（上場投資信託を除きます。）への投資割合は、信託財産の純

資産総額の５％以下とします。 

外貨建資産への投資割合には制限を設けません。 

株式への直接投資は行いません。 
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○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 

基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 投 資 信 託 
証     券 
組 入 比 率 

純 資 産
総   額(分配落) 

期   中
騰 落 率

 
期   中
騰 落 率

(設定日) 円 ％ ％ ％ 百万円
2017年12月６日 10,000 － 10,000 － － 1

１期(2018年11月12日) 9,214 △ 7.9 9,199 △ 8.0 98.5 927
２期(2019年11月12日) 10,017 8.7 10,029 9.0 98.8 2,616
３期(2020年11月12日) 10,866 8.5 10,875 8.4 98.3 6,009
４期(2021年11月12日) 13,088 20.4 13,124 20.7 99.2 12,600

（注１） 設定日の基準価額は、設定時の価額です。 
（注２） 設定日の純資産は、設定元本を表示しております。 
（注３） ベンチマークは、FTSE エマージング・インデックス（米ドルベース）を委託会社にて円換節しています。 
（注４） ベンチマークは、設定日の値が当ファンドの基準価額と同一になるよう指数化しております。 
（注５） ベンチマークの騰落率は国内の取引所の営業日に準じて算出しています。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 
 

年 月 日 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 投 資 信 託 

証     券 
組 入 比 率 

 騰 落 率  騰 落 率 

(期   首) 円 ％ ％ ％
2020年11月12日 10,866 － 10,875 － 98.3

11月末 11,121 2.3 11,104 2.1 99.2
12月末 11,281 3.8 11,302 3.9 99.1

2021年１月末 12,182 12.1 12,156 11.8 99.3
２月末 12,421 14.3 12,715 16.9 99.4
３月末 12,589 15.9 12,679 16.6 99.3
４月末 12,809 17.9 12,927 18.9 99.3
５月末 12,951 19.2 13,041 19.9 99.3
６月末 13,241 21.9 13,319 22.5 98.6
７月末 12,312 13.3 12,442 14.4 99.2
８月末 12,387 14.0 12,544 15.4 99.4
９月末 12,231 12.6 12,527 15.2 99.2
10月末 12,864 18.4 12,978 19.3 99.3

(期   末)   
2021年11月12日 13,088 20.4 13,124 20.7 99.2

（注１） 騰落率は期首比です。 
（注２） ベンチマークは、FTSE エマージング・インデックス（米ドルベース）を委託会社にて円換算しています。 
（注３） ベンチマークは、設定日の値が当ファンドの基準価額と同一になるよう指数化しております。 
（注４） ベンチマークの謄落率は国内の取引所の営業日に準じて算出しています。 
 

ベンチマーク：FTSE エマージング・インデックス 
FTSE エマージング・インデックスは、FTSE社が開発した指数で、新興国株式市場全体の動きを表す指数です。同指数に対する著作権、知的
財産権その他一切の権利はFTSE社に帰属します。   
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■当期の運用状況と今後の運用方針（2020年11月13日から2021年11月12日まで） 

○基準価額等の推移 
 

 
 
（注１） ベンチマークは、FTSE エマージング・インデックス（米ド

ルベース）を委託会社にて円換算しています。詳細はP11を
ご参照ください。 

（注２） ベンチマークは、期首（2020年11月12日）の値が当ファンド
の基準価額と同一になるよう指数化しております。 

（注３） ベンチマークの値は国内の取引所の営業日に準じて算出し
ています。 

 
 
 

当マザーファンドの基準価額は期首10,866円から

始まったあと、期末には13,088円となりました。期を

通じて騰落率は＋20.4％となりました。 

 

 

 

 

 

 

 期首 期中高値 期中安値 期末 

日付 2020/11/12 2021/6/29 2020/11/13 2021/11/12

基準価額(円) 10,866 13,250 10,756 13,088 

 

 

○投資環境 
 
＜新興国株式市場＞ 

期初、11月は、米大統領選・議会選を受けてねじれ議会の継続から米民主党による増税は困難との見方や新型
コロナウイルスのワクチン開発への期待が強まったことから、上昇しました。12月は、米英でのワクチン接種開
始への期待や、中国の中央経済工作会議における穏健な政策維持なども好感され、上昇しました。2021年に入り
１月は、米国株高、半導体関連株高、堅調な商品市況などを受けて上昇しました。２月も、米欧長期金利が一段
と上昇したことが懸念材料となりましたが、経済正常化への期待、欧米株高、堅調な商品市況などを受けてほぼ
横ばいとなりました。３月は、中国が引き締め政策に転じるとの懸念が生じたほか、米長期金利上昇やドル高が
嫌気され、下落しました。４月は、米国でハイテク株が上昇したことを受けて半導体関連株などが買われたほか、
中国の堅調な１－３月期GDP成長率などが好感され、上昇しました。５月は、上旬は、インドをはじめアジア諸
国での感染拡大が嫌気され、下落しましたが、下旬以降、米長期金利の上昇一服やインドでの新規感染者数の減
少などが好感され、中国株やインド株を中心に大幅に上昇しました。６月は、原油をはじめ商品市況高に伴うイ
ンフレ懸念やFOMCの利上げ見通し前倒しに伴うドル高などから、下落に転じました。７月は、中国のサービス業
PMI低下や中国当局によるネット企業への規制強化懸念、民間学習塾の非営利団体化方針など規制強化や、新興国
中心に世界的に新型コロナウイルスの感染再拡大への懸念が強まったことから、下落しました。８月は、軟調な
７月の中国経済指標や、中国共産党が中央財経委員会で示した格差是正を目指す「共同富裕」の方針などが嫌気
され、続落しました。９月も、中国景気への懸念や米国株安、中国不動産大手を巡る懸念、ドル高などが弱材料
となり、続落しました。10月は、国慶節休暇明けの中国株式市場が反発したほか、米株高もあり小幅上昇しまし
た。11月に入り、米FOMC（公開市場委員会）でテーパリング開始が発表されましたが、予想通りであったため安
心感を招き米株価は堅調に推移したことなどから堅調となり、当期を終えました。 
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＜外国為替市場＞ 

当期を通して、米ドル／円相場は、円安米ドル高となりました。 

当期初から2020年12月ごろまでは、米国の超低金利、超金融緩和により円高米ドル安傾向が続きました。その

後、米国が先行してワクチン接種を実施、浸透させたことなどから景気回復期待が強まり、それによる米国国債

利回りの上昇により米ドル高円安に転じ、３月にかけて１ドル111円近辺へ上昇しました。しかしながら、その後

は新型コロナウイルス変異株による感染再拡大が懸念されたこと、米雇用の回復が予想よりも遅れたことに加え

て、コロナ禍に起因した世界的なサプライチェーンの混乱や繰越し需要によるインフレ圧力の増加による景気へ

の悪影響が懸念されるなど、米ドルの弱材料が多く現れました。一方で、ワクチン接種の拡大による経済正常化

の進展にともないFRB（米連邦準備制度理事会）がテーパリング（量的金融緩和の縮小）を開始するとの観測が強

まりました。このような環境の下、米国国債利回りは３月まで上昇した後、８月初まで低下傾向となりました。

３月以降、米金融緩和の長期化観測と米景気の回復期待が交錯するなか、米ドル円相場も９月ごろまで108円台か

ら111円でのレンジ相場となりました。９月下旬は、９月のFOMC（米公開市場委員会）において、早ければ11月

会合でテーパリング（量的緩和縮小）開始を決定することが示唆されたため、米ドル円はレンジを上抜けしまし

た。10月以降、米国等での記録的なインフレ率上昇によりインフレ上昇は長期的なものとの懸念も強まり,テーパ

リングの年内開始観測が強まるなか、米ドルはレンジを上抜け115円台を目指す動きとなりました。11月に入り、

米FOMC（公開市場委員会）でテーパリング開始が発表されましたが、予想通りであったため、米国国債利回りは

ほぼ横ばいとなり米ドル円相場も横ばいに推移し当期を終えました。 

 

○当ファンドのポートフォリオ 
 

ベンチマークである「FTSE エマージング・インデックス（円換算ベース）」に連動する投資成果をめざして運

用を行ってまいりました。 

また、ファンドの運用にあたっては、モーニングスター・アセット・マネジメント株式会社の投資助言を受け

つつ、ETF（上場投資信託）を含む投資信託証券を主要投資対象として運用を行いました。 

なお、当期の投資信託証券の組入比率に関しては、95％以上の組入比率を維持しました。期末の組入比率は

99.2％となっております。 

 

○当ファンドのベンチマークとの差異 
 

期中における基準価額は、＋20.4％の上昇となり、ベンチマークである「FTSE エマージング・インデックス

（円換算ベース）」の騰落率である+20.7％をおおむね 0.3％下回りました。 

主な要因としては、投資先ETFとインデックスに対するトラッキングエラー（パフォーマンスの乖離）、当ファ

ンドにおけるその他費用等の要因があげられます。 

 

○今後の運用方針 
 

引き続き、ETF（上場投資信託）を含む投資信託証券を主要投資対象とし、ベンチマークである「FTSE エマー

ジング・インデックス（円換算ベース）」に連動する投資成果をめざして運用を行います。 

また、ファンドの運用にあたっては、モーニングスター・アセット・マネジメント株式会社の投資助言を受け

つつ、運用を行う方針です。  
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○１万口当たりの費用明細 （2020年11月13日～2021年11月12日）

 

項   目 
当   期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

(a) そ の 他 費 用 1 0.011 (a)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益
権口数 

 (保  管  費  用 ) (1) (0.011) 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券
等の保管及び資金の送金・資産の移転等に要する費用 

合     計 1 0.011  

期中の平均基準価額は12,365円です。  

（注１） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果
です。 

（注２） 項目ごとに円未満は四捨五入しております。 
（注３） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 

 

 

○売買及び取引の状況 （2020年11月13日～2021年11月12日）
 
 投資信託証券 
 

銘           柄 
買   付 売   付 

口   数 金   額 口   数 金   額 

外
国 

アメリカ 口 千ドル 口 千ドル

SCHWAB EMERGING MARKETS EQUITY ETF 1,522,752 48,414 － －

（注１） 金額は受渡し代金。 
（注２） 単位未満は切捨て。 

 

 

○利害関係人との取引状況等 （2020年11月13日～2021年11月12日）

 

該当事項はありません。 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 
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○組入資産の明細 （2021年11月12日現在）
 
 外国投資信託証券 
 

銘       柄 

期首(前期末) 当   期   末 

口 数 口 数 
評  価  額 

比   率
外貨建金額 邦貨換算金額 

(アメリカ) 口 口 千ドル 千円 ％

SCHWAB EMERGING MAＲKETS EQUITY ETF 1,928,015 3,450,767 109,389 12,497,729 99.2

合  計 
口 数 ･ 金 額 1,928,015 3,450,767 109,389 12,497,729 

銘 柄 数 < 比 率 > 1 1 － ＜99.2％＞ 

（注）比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。 

 

 

○投資信託財産の構成 （2021年11月12日現在）

 

項       目 
当     期     末 

評 価 額 比   率 

 千円 ％

投 資 信 託 受 益 証 券 12,497,729 99.2

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 102,606 0.8

投 資 信 託 財 産 総 額 12,600,335 100.0

（注１） 金額の単位未満は切捨て。 
（注２） 当期末における外貨建て純資産(12,497,849千円)の投資信託財産総額(12,600,335千円)に対する比率は99.2％です。 
（注３） 外貨建て資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。１ドル＝114.25円。 

 

 

○特定資産の価格等の調査 
 

該当事項はありません。 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況（2021年11月12日現在）

 

項     目 当 期 末 

(Ａ) 資 産 12,600,335,750円

 コ ー ル ・ ロ ー ン 等 102,606,637 

 投資信託受益証券(評価額) 12,497,729,113 

(Ｂ) 負 債 280 

 未 払 利 息 280 

(Ｃ) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 12,600,335,470 

 元 本 9,627,369,099 

 次 期 繰 越 損 益 金 2,972,966,371 

(Ｄ) 受 益 権 総 口 数 9,627,369,099口

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 13,088円

<注記事項> 
(貸借対照表関係) 
期首元本額 5,530,380,370円 
期中追加設定元本額 4,335,364,200円 
期中一部解約元本額 238,375,471円 
期末における元本の内訳 
ＳＢＩ·新興国株式インデックス・ファンド 9,627,369,099円 

 
○損益の状況 （2020年11月13日～2021年11月12日）

 

項     目 当   期 

(Ａ)配 当 等 収 益 171,233,523円

受 取 配 当 金 171,322,592 

受 取 利 息 217 

支 払 利 息 △      89,286 

(Ｂ)有 価 証 券 売 買 損 益 1,341,534,554 

売 買 益 1,341,534,554 

(Ｃ)そ の 他 費 用 △   1,026,811 

(Ｄ)当 期 損 益 金 ( Ａ ＋ Ｂ ＋ Ｃ ) 1,511,741,266 

(Ｅ)前 期 繰 越 損 益 金 479,083,834 

(Ｆ)追 加 信 託 差 損 益 金 1,038,335,800 

(Ｇ)解 約 差 損 益 金 △  56,194,529 

(Ｈ)  計  (Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ) 2,972,966,371 

次 期 繰 越 損 益 金 ( Ｈ ) 2,972,966,371 

（注１） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えに
よるものを含みます。 

（注２） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の
追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差
額分をいいます。 

（注３） 損益の状況の中で(G)解約差損益金とあるのは、中途解約の
際、元本から解約価額を差し引いた差額分をいいます。 
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<ご参考>組入投資信託証券の概要 

投資対象ファンド 投資対象 連動する指数 経費率 委託会社 

シュワブ エマージング・ 

マーケッツ エクイティ ETF
新興国の株式 FTSE エマージング・インデックス 0.11％ 

Charles Schwab 

& Co., Inc. 

 
組入上位10銘柄 比率 組入上位業種 比率 

Taiwan Semiconductor Manufacturing Co., Ltd. 7.0％ 金融 21.0％

Tencent Holdings Ltd. 5.0％ 情報技術 16.6％

Alibaba Group Holding Ltd. 3.7％ 一般消費財･サービス 14.4％

Meituan Class B 1.7％ コミュニケーション･サービス 10.3％

Reliance Industries Limited 1.5％ 素材 9.0％

Infosys Limited 1.2％ エネルギー 6.8％

China Construction Bank Corporation Class H 0.9％ 生活必需品 6.3％

Housing Development Finance Corporation Limited 0.9％ 資本財･サービス 5.5％

Vale S.A. 0.8％ ヘルスケア 4.6％

Wuxi Biologics(Cayman)Inc. 0.8％ 公益事業 3.0％

出所：Charles Schwab & Co., Inc．の資料を基にＳＢＩアセットマネジメントが作成 
（注）2021年９月30日時点の比率です。 

 

上記組入投資信託証券は第４期期末時点で取得可能なデータを記載しており、将来変更される場合があります。 

 


